
第 36 回 市民科学講座／緊急ワークショップ 

震災後の世界で何をするか
～科学コミュニケーションの役割を問う～ 

2011 年 4 月 29 日（金）14:00～17:00（13:30 開場） 

光塾COMMON CONTACT並木町 

（渋谷区渋谷 3－27－15 光和ビル地下 1階 tel. 03-6427-6462） 

JR 渋谷駅の新南口改札から徒歩１分。渋谷駅からは外に出ず、埼京線への乗り替え連絡通路で新南口に出ると便利。 

参加費：500 円／事前予約は必要ありません、直接いらしてください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主催：NPO法人市民科学研究室 

□03-5834-83284 □renraku@shiminkagaku.org □http://www.shiminkagaku.org 

 2011 年３月 11 日以降、未曾有の規模の被害と社会的影響をもたらした東日本大震災。 

 科学・技術と市民社会の橋渡し、或いはある分野の専門家と非専門家の橋渡しをするべき場と

しての科学コミュニケーションは、震災当日以降今に至るまで、何が出来たでしょうか？ その

ことが、科学コミュニケーションの内部で喧しい議論の種になり、またこの事で社会からも大小

の批判が出ています。 

 サイエンスキャラバン 311 や、twitter 及びブログ等での個人レベルの情報発信、サイエンス

メディアセンターなどの取り組みはあるものの、まだまだできることがたくさんあるのではない

か。これらの点に関して、今回は科学技術政策ウォッチャーとしてご活躍で、病理医としても日々

ご奮闘の榎木英介さんをお迎えし、研究者や科学コミュニケータの、緊急時や復興時における社

会貢献のあるべき姿に関して、ワークショップ形式で議論する場を設けました。 

 我こそは！と強くお思いの方々と、建設的な議論が出来ることを期待しております。 

 
講師 榎木英介 さん 

（病理医、サイエンスサポートアソシエーション代表） 

神奈川県横浜市出身。東京大学大学院理学系研究科博

士課程中退の後、医学を志し病理医に。医業の傍ら、

大学院在学時以降の数ある経験をもとに科学コミュ

ニケーション活動を精力的に行い、女子中高生向け科

学イベントの主催・運営、科学技術政策に関する調

査・研究、若手研究者のキャリア問題に関する取り組

みを重ねている。現在、任意団体サイエンス・サポー

ト・アソシエーション代表、全国医師連盟運営委員と

して、専門家と社会の接点でも幅広く活躍中。最新の

著書『博士漂流時代「余った博士」はどうなるか？』

（ディスカヴァー・トゥエンティワン）は日本科学技術ジャ

ーナリスト会議の「科学ジャーナリスト賞 2011」を受

賞。  


